




A study on Metacognition in the Taxonomy of Educational Objectives






2000年代になり、Anderson や Marzano により認知心
理学の研究成果に基づいてメタ認知を取り入れた教育
目標分類学の新たな提起がなされている。






















CognitiveDomain.TheHandbookhasprovided the foundationof testdesign, teachingmethodand












MetacognitiveSystem（level 5）but also every levels ofProcessing.（4）Conscious ofProcessing is
characteristicthatdisclosesthehierarchicnatureofcognitivesystems.Evidence-basedinformationon
consciouslevelisessential.










































































































































２ ． Anderson らの教育目標分類学（改訂版）に
おけるメタ認知の位置づけ
１ ）「知識」次元の構成のもつ問題点









































































































































　図 5 の 6 つの「処理のレベル」は、レベル 1 からレ























































































































（Marzano et al. ２007、邦訳による ・ 一部改変）
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意欲 ・ 態度」、「思考 ・ 判断」、「技能 ・ 表現」、「知識 ・
理解」とし、授業において日常的にこの観点にそった
学習評価を求めてきた。学習者は授業の導入部で毎時



































































































































































































図 ６ 　 新分類体系の各レベルにおける  
教育目標の一般的形式
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要　約
　この論文の目的は、教育目標分類学について述べ、分類学を構成しているメタ認知について検討する
ことである。約60年前、教育目標分類学の枠組みがブルームによって公刊された。この出版は、教育目
標の分類　ハンドブックⅠ：認知領域　であり、その後の教育目標の分類学の発展に影響を与えた。こ
のハンドブックは、テスト計画、教授方法、カリキュラムに基礎を提供してきた。2001年に、ハンドブッ
クの改訂版が、アンダーソンとクラスウォールによって公刊された。彼らによるブルームの分類学の改
訂は、二次元マトリックスにより構成されており、一つは六つの認知過程の次元、もう一つは四つのレ
ベルからなる知識次元である。メタ認知的知識は、知識次元の第四のレベルである。マルザーノとケン
ドールは、2007年に新分類学を公にした。この新分類学も二次元（処理のレベルと知識のレベル）から
構成されている。処理のレベルでは、自己システムが第一のシステムであり、続いてメタ認知システム、
そして認知システムがそれぞれ続いている。知識次元は、情報、心的手続き、精神運動手続きによって
構成されている。
　マルザーノとケンドールは、新分類学においてメタ認知について新たな考えを展開している。メタ認
知について検討し、次の四つの問題について論究した。
（1）アンダーソンらのタキソノミーテーブルにおいては、メタ認知的知識について明確にする必要があ
る。
（2）自己システムは、分類学において適切な目標であるかどうか疑問である。
（3）メタ認知的活動は、メタ認知的システム（レベル 5 ）のみならず処理のそれぞれのレベルをも制御
している。
（4）処理における意識は認知システムの階層的性質を明らかにする特徴である。意識レベルについての
実証が必要である。
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